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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第71期

第３四半期連結
累計期間

第72期
第３四半期連結
累計期間

第71期
第３四半期連結
会計期間

第72期
第３四半期連結
会計期間

第71期

会計期間

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成22年
     ４月１日
至  平成22年
     12月31日

自  平成21年
     10月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成22年
     10月１日
至  平成22年
     12月31日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成22年
     ３月31日

売上高 (千円) 11,139,44311,964,9013,858,0933,758,14415,460,075

経常利益 (千円) 1,408,8331,670,637599,624 400,6872,094,240

四半期(当期)純利益 (千円) 788,933 968,283 343,709 262,1991,204,241

純資産額 (千円) ― ― 11,044,63312,042,14111,504,158

総資産額 (千円) ― ― 14,519,86015,354,61815,720,031

１株当たり純資産額 (円) ― ― 611.79 667.08 637.24

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 43.22 53.64 19.04 14.52 66.14

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 76.1 78.4 73.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,469,463600,129 ― ― 2,263,121

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △413,967△45,268 ― ― △402,475

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △437,910△371,314 ― ― △452,309

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 3,866,9134,841,2094,657,663

従業員数 (名) ― ― 231 226 227

(注)  １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

中央自動車工業株式会社(E02642)

四半期報告書

 2/29



　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名)
226
(25)

(注) １  従業員数は就業人員数であります。

 ２  従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名)
212
(25)

(注) １  従業員数は就業人員数であります。

 ２  従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

自動車関連事業 2,003,125 ―

移動体通信関連事業 476,546 ―

合計 2,479,671 ―

(注) １  上記の金額は、仕入価格で表示しております。
２  上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値であります。
３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
　

(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

自動車関連事業 3,189,308 ―

移動体通信関連事業 568,836 ―

合計 3,758,144 ―

(注) １  上記の金額は、販売価格で表示しております。
２  上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値であります。
３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期のわが国経済は、アジア新興国等の経済成長に支えられた輸出拡大と国内の政策効果を

追い風に回復基調を辿りましたが、後半は急速な円高と政策効果の剥落から、長引くデフレに雇用不安

等、景気の先行きは依然不透明な状況で推移しました。

このような経済情勢下、開発型企業としてオリジナル商品の拡販に一層注力し、引き続き営業の効率化

とコスト削減に取り組みました結果、当第３四半期連結会計期間における当社グループの売上高は前年

同四半期比97.4％の37億58百万円、営業利益は同63.6％の３億38百万円、経常利益は同66.8％の４億円と

なりました。

なお、投資有価証券評価損戻入益26百万円を特別利益に計上し、当四半期純利益は前年同四半期比

76.3％の２億62百万円となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（自動車関連事業）

自動車関連事業の国内部門では、９月以降の新車販売減の影響を受けましたが、環境と安全に配慮し

た新製品の開発を進めながら、既存商品の拡販と営業の効率化に注力いたしました。

海外部門では円高が続く中、成長を続ける新興国市場での補修部品需要の取り込みに努めました。

なお、産業車両部品等は需要の回復の足取りは遅いものの、やや明るさが見えてきました。

これにより、自動車関連事業全体の売上高は31億89百万円、営業利益は５億11百万円となりました。

　

（移動体通信関連事業）

移動体通信関連事業では、収益重視の営業を更に徹底しました結果、売上高は５億68百万円、営業利

益は23百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の財政状態を分析しますと、

① 総資産合計は153億54百万円と前連結会計年度末に比べて３億65百万円減少しております。 

増加の主なものは、現金及び預金が１億83百万円、たな卸資産が１億25百万円、それぞれ増加いた

しました。 

減少の主なものは、売上高の減少により受取手形及び売掛金が４億78百万円、流動資産その他のう

ち繰延税金資産等が１億84百万円、それぞれ減少いたしました。

② 負債合計は33億12百万円と前連結会計年度末に比べて９億３百万円減少しております。 

減少の主なものは、支払手形及び買掛金が２億38百万円、未払法人税等が５億70百万円、賞与引当

金が97百万円、それぞれ減少いたしました。

③ 純資産合計は120億42百万円と前連結会計年度末に比べて５億37百万円増加しております。 

増加の主なものは、四半期純利益が９億68百万円増加いたしました。

減少の主なものは、配当金の支払いにより剰余金が３億89百万円、その他有価証券評価差額金が42

百万円、それぞれ減少いたしました。

  なお、自己資本比率は、73.2%から78.4%となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連

結会計期間末に比べて１億30百万円減少し、期末残高は48億41百万円となりました。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益は４億26百万円となり、減価償却費38百万円及び売上債権の減少１億

59百万円による資金の増加もありましたが、賞与引当金の減少１億７百万円及び法人税等の支払額

４億55百万円による資金の減少により、営業活動によるキャッシュ・フローは47百万円の資金の増

加(前年同四半期比２億31百万円減少)となりました。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

主として有形固定資産の取得による支出等により、投資活動によるキャッシュ・フローは13百万

円の資金の減少(前年同四半期比１億73百万円増加)となりました。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

主として配当金の支払いにより、財務活動によるキャッシュ・フローは１億64百万円の資金の減

少(前年同四半期比25百万円減少)となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末において、計画中又は実施中の重要な設備、除却等はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,020,00020,020,000
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は、1,000株であり
ます。

計 20,020,00020,020,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年12月31日 ― 20,020 ― 1,001,000 ― 4,184,339

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成22年９月30日現在の株主名簿により記載をしており

ます。

① 【発行済株式】

　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,922,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

18,033,000
18,033 ―

単元未満株式
普通株式

65,000
― ―

発行済株式総数 20,020,000― ―

総株主の議決権 ― 18,033 ―

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、㈱証券保管振替機構名義の株式が13,000

株（議決権13個）含まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式743株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
中央自動車工業㈱

大阪市北区中之島四丁目
２番30号

1,922,000― 1,922,000 9.60

計 ― 1,922,000― 1,922,000 9.60

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
  ４月   ５月   ６月   ７月   ８月   ９月 10月 11月 12月

最高(円) 380 400 388 391 399 400 389 402 424

最低(円) 352 351 375 375 386 380 381 381 396

(注)  最高・最低株価は大阪証券取引所（市場第二部）の市場相場によっております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月1日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第３四半期連

結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月

１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人により

四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年

７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,641,209 5,457,663

受取手形及び売掛金 1,381,196 1,859,240

有価証券 1,299,711 1,299,604

商品及び製品 450,926 338,565

仕掛品 26,830 17,958

原材料及び貯蔵品 16,241 11,610

その他 468,525 653,408

貸倒引当金 △3,601 △3,456

流動資産合計 9,281,040 9,634,594

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 558,612

※1
 541,807

土地 1,391,583 1,391,583

その他（純額） ※1
 110,497

※1
 124,340

有形固定資産合計 2,060,694 2,057,731

無形固定資産 156,162 177,177

投資その他の資産

投資有価証券 2,869,162 2,877,836

その他 ※２
 988,579

※２
 973,741

貸倒引当金 △1,022 △1,050

投資その他の資産合計 3,856,720 3,850,527

固定資産合計 6,073,577 6,085,436

資産合計 15,354,618 15,720,031

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,220,556 1,458,969

未払法人税等 129,425 700,187

賞与引当金 106,109 203,412

その他 530,916 550,867

流動負債合計 1,987,008 2,913,436

固定負債

退職給付引当金 858,094 828,213

その他 467,373 474,223

固定負債合計 1,325,467 1,302,436

負債合計 3,312,476 4,215,872
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,001,000 1,001,000

資本剰余金 4,184,339 4,184,339

利益剰余金 7,452,806 6,873,622

自己株式 △694,032 △693,639

株主資本合計 11,944,113 11,365,322

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 96,752 139,326

繰延ヘッジ損益 1,275 △490

評価・換算差額等合計 98,027 138,836

少数株主持分 － －

純資産合計 12,042,141 11,504,158

負債純資産合計 15,354,618 15,720,031
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 11,139,443 11,964,901

売上原価 7,214,578 7,738,728

売上総利益 3,924,864 4,226,173

販売費及び一般管理費 ※１
 2,715,431

※１
 2,765,603

営業利益 1,209,433 1,460,569

営業外収益

受取利息 10,385 9,899

受取配当金 9,804 11,610

受取保証料 71,299 74,981

受取賃貸料 51,457 57,196

持分法による投資利益 33,489 71,167

その他 52,194 25,077

営業外収益合計 228,631 249,931

営業外費用

支払手数料 2,871 10,246

賃貸収入原価 23,326 27,753

その他 3,033 1,864

営業外費用合計 29,231 39,863

経常利益 1,408,833 1,670,637

特別利益

退職給付制度改定益 15,443 －

特別利益合計 15,443 －

特別損失

固定資産除却損 32,348 34,267

投資有価証券評価損 － 1,170

店舗閉鎖損失 21,770 －

ゴルフ会員権評価損 － 3,154

特別損失合計 54,118 38,592

税金等調整前四半期純利益 1,370,158 1,632,044

法人税、住民税及び事業税 545,000 562,246

法人税等調整額 36,224 101,514

法人税等合計 581,224 663,761

少数株主損益調整前四半期純利益 － 968,283

四半期純利益 788,933 968,283
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 3,858,093 3,758,144

売上原価 2,412,862 2,498,993

売上総利益 1,445,231 1,259,151

販売費及び一般管理費 ※１
 913,273

※１
 920,575

営業利益 531,958 338,576

営業外収益

受取利息 3,025 2,892

受取配当金 2,360 3,592

受取保証料 27,984 24,099

受取賃貸料 19,212 19,132

持分法による投資利益 7,247 16,084

その他 19,417 8,346

営業外収益合計 79,246 74,146

営業外費用

支払手数料 954 3,416

賃貸収入原価 9,873 8,607

その他 753 11

営業外費用合計 11,581 12,035

経常利益 599,624 400,687

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 － 26,104

特別利益合計 － 26,104

特別損失

固定資産除却損 13,948 －

投資有価証券評価損 － 190

特別損失合計 13,948 190

税金等調整前四半期純利益 585,676 426,602

法人税、住民税及び事業税 195,000 92,000

法人税等調整額 46,967 72,403

法人税等合計 241,967 164,403

少数株主損益調整前四半期純利益 － 262,199

四半期純利益 343,709 262,199
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,370,158 1,632,044

減価償却費 117,261 112,203

賞与引当金の増減額（△は減少） △103,480 △97,303

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31,221 29,881

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,093 116

持分法による投資損益（△は益） △33,489 △71,167

退職給付制度改定益 △15,443 －

固定資産除却損 32,348 34,267

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,170

ゴルフ会員権評価損 － 3,154

投資有価証券売却損益（△は益） － 721

店舗閉鎖損失 21,770 －

受取利息及び受取配当金 △20,189 △21,509

売上債権の増減額（△は増加） 237,693 478,043

たな卸資産の増減額（△は増加） 202,772 △125,864

仕入債務の増減額（△は減少） △33,827 △239,011

その他 80,892 △47,036

小計 1,881,593 1,689,711

利息及び配当金の受取額 22,425 27,232

法人税等の支払額 △434,555 △1,116,814

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,469,463 600,129

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △2,798,036 △2,598,985

有価証券の償還による収入 2,999,899 2,600,000

投資有価証券の取得による支出 △306,215 －

投資有価証券の売却による収入 5,339 12,647

投資不動産の取得による支出 △247,100 －

投資不動産の賃貸による収入 － 57,196

有形固定資産の取得による支出 △115,770 △81,858

無形固定資産の取得による支出 △95,747 △11,534

定期預金の払戻による収入 100,000 －

その他 43,663 △22,732

投資活動によるキャッシュ・フロー △413,967 △45,268

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △142,362 △392

配当金の支払額 △295,547 △370,922

財務活動によるキャッシュ・フロー △437,910 △371,314

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 617,585 183,545

現金及び現金同等物の期首残高 3,249,327 4,657,663

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,866,913 4,841,209
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

１　「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号  平成20年３月10日公表

分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号  平成20年３月10日)

を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

なお、これによる損益に与える影響はありません。

 

２　「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号  平成20年３月31

日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日)を

適用しております。

なお、これによる損益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日  内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間

では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日  内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結会計期間

では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

１　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス

・プランニングを利用する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末 前連結会計年度末
(平成22年12月31日) (平成22年３月31日)

※１
有形固定資産の減価償却累
計額 1,781,478千円 ※１

有形固定資産の減価償却累
計額 1,871,780千円

 
※
 
 
 
 
 

 
２
 
３
 
 
 

 
投資不動産の減価償却累計
額
 
受取手形割引高
（輸出手形割引高を含む）
受取手形裏書譲渡高
 

 
150,190

 
473,813

 
12,494

 

 
千円
 
千円
 
千円
 

 
※
 
 
 
 
 

 
２
 
３
 
 
 

 
投資不動産の減価償却累計
額
 
受取手形割引高
（輸出手形割引高を含む）
受取手形裏書譲渡高
 

 
131,304

 
462,589

 
13,396

 

 
千円
 
千円
 
千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
  至　平成21年12月31日)

(自　平成22年４月１日
  至　平成22年12月31日)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主な費目及
び金額は、次のとおりであります。

　 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主な費目及
び金額は、次のとおりであります。

　

　 　 従業員給料・手当及び賞与 1,086,708千円 　 　 従業員給料・手当及び賞与 1,090,736千円

　 　 賞与引当金繰入額 100,382千円 　 　 賞与引当金繰入額 105,381千円

　 　 退職給付費用 54,542千円 　 　 退職給付費用 53,427千円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
  至　平成21年12月31日)

(自　平成22年10月１日
  至　平成22年12月31日)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主な費目及
び金額は、次のとおりであります。

　 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主な費目及
び金額は、次のとおりであります。

　

　 　 従業員給料・手当及び賞与 293,543千円 　 　 従業員給料・手当及び賞与 287,611千円

　 　 賞与引当金繰入額 100,382千円 　 　 賞与引当金繰入額 105,381千円

　 　 退職給付費用 15,512千円 　 　 退職給付費用 18,757千円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年12月31日)

 １ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,666,913千円

有価証券 1,299,817千円

      計 5,966,730千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△800,000千円

満期までの期間が３ヶ月を

超える有価証券
△1,299,817千円

現金及び現金同等物 3,866,913千円

 １ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 5,641,209千円

有価証券 1,299,711千円

      計 6,940,920千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△800,000千円

満期までの期間が３ヶ月を

超える有価証券
△1,299,711千円

現金及び現金同等物 4,841,209千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日 

至  平成22年12月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 20,020,000

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,967,963

　

　

３  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 208,127 11.50平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

平成22年11月11日
取締役会

普通株式 180,972 10.00平成22年９月30日 平成22年12月７日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

４  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
自動車
関連事業
(千円)

移動体通信
関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

3,206,063652,0303,858,093 ― 3,858,093

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,206,063652,0303,858,093 ― 3,858,093

営業利益 694,46734,142728,609(196,651)531,958

　

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
自動車
関連事業
(千円)

移動体通信
関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

9,028,9202,110,52211,139,443 ― 11,139,443

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 9,028,9202,110,52211,139,443 ― 11,139,443

営業利益 1,686,64986,6641,773,313(563,880)1,209,433

(注)  １  事業の区分は内部管理上採用している区分によっております。

２  各区分の主な製品

(１)自動車関連事業…………自動車部品、用品及び新商品並びに関連サービスの開発・

販売、輸出入、産業車両用部品、付属品の製造・販売

(２)移動体通信関連事業……携帯電話、ＰＨＳ及び周辺機器、用品の販売
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【所在地別セグメント情報】

  前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累

計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　
  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、開示すべき所在地別セ

グメント情報はありません。

　

　

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　 アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 525,173 875,5031,400,677

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― 3,858,093

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

13.6 22.7 36.3

　

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　 アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 1,436,9592,625,4914,062,450

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― 11,139,443

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

12.9 23.6 36.5

(注)  １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２  各区分に属する主な国又は地域

(１)アジア…………パキスタン、シンガポール

(２)その他の地域…米国、アラブ首長国連邦、ロシア

３  海外売上高は、当社の輸出高であり、連結子会社における記載すべき金額はありません。
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【セグメント情報】

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日）を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社は、本社に事業本部を置き、自動車関連事業を中心に事業活動を展開しております。

従って、当社は事業を基礎とした商品・サービス別セグメントから構成されており、「自動車関連事

業」及び「移動体通信関連事業」の２つを報告セグメントとしております。

「自動車関連事業」は、自動車部品、用品及び付属品並びに関連サービスの開発・販売、輸出入をし

ております。「移動体通信関連事業」は、携帯電話、周辺機器及び付属品販売をしております。

　

　

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 （単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２　

自動車
関連事業

移動体通信
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客への売上高 10,184,7391,780,16211,964,901 ― 11,964,901

  (2) セグメント間の内部売上高
      又は振替高

― ― ― ― ―

計 10,184,7391,780,16211,964,901 ― 11,964,901

セグメント利益 1,977,57988,8672,066,447△605,877 1,460,569

(注)  １  セグメント利益の調整額605,877千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれて

おります。なお、全社費用の主なものは、当社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 （単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２　

自動車
関連事業

移動体通信
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客への売上高 3,189,308568,8363,758,144 ― 3,758,144

  (2) セグメント間の内部売上高
      又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,189,308568,8363,758,144 ― 3,758,144

セグメント利益 511,50923,634535,144△196,567 338,576

(注)  １  セグメント利益の調整額196,567千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれて

おります。なお、全社費用の主なものは、当社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 667円08銭
　

１株当たり純資産額 637円24銭
　

　
　

２．１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 43円22銭
　

１株当たり四半期純利益金額 53円64銭
　

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 なお、１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 788,933 968,283

普通株式に係る四半期純利益(千円) 788,933 968,283

普通株主に帰属しない金額(千円) 該当事項はありません。 該当事項はありません。

普通株式の期中平均株式数(株) 18,253,866 18,052,483

　
　

第３四半期連結会計期間
　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 19円04銭
　

１株当たり四半期純利益金額 14円52銭
　

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 なお、１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 343,709 262,199

普通株式に係る四半期純利益(千円) 343,709 262,199

普通株主に帰属しない金額(千円) 該当事項はありません。 該当事項はありません。

普通株式の期中平均株式数(株) 18,053,629 18,052,202
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

(リース取引関係)

既存のリース取引は、所有権移転外ファイナンス・リース取引で通常の賃貸借取引に係る方法に準

じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に

比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

２ 【その他】

第72期(平成22年４月１日から平成23年３月31日まで)中間配当については、平成22年11月11日開催の

取締役会において、平成22年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこ

とを決議いたしました。

①  中間配当金の総額                        ……         180,972千円  

②  １株当たり中間配当金                    ……            10円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日    ……    平成22年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月10日

中央自動車工業株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    山    中    俊    廣    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    川    井    一    男    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    前    田          徹    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中央

自動車工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成

21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中央自動車工業株式会社及び連結子会社の平

成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月14日

中央自動車工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    川    井    一    男    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉    形    圭    右    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中央

自動車工業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成

22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中央自動車工業株式会社及び連結子会社の平

成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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